病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和5年2月15日(火)　　　　　　　　　　　司会・記録：澤田　久美子
	松村
	加藤
	本川
	澤田
	大久保
	岩藤
	田口
	藤田
	横町

	休
	休
	深
	〇
	休
	準
	傷病
	〇
	準

	佐々木
	原子
	柴垣
	阿部
	
	
	
	
	

	深
	早退
	〇
	〇
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・薬局からの連絡：インフルエンザワクチンを本日返却します。在庫がなくなる為、ワクチン接種は出来ない事を周知して下さい。
　　　　　　　　　アスパラギン酸カリウム注射用は入荷がやや困難な状況となっています。
・本日午後から南病棟感染閉鎖から開放となっています。CSセットについては今後、また依然と同様に、南病棟で発注と在庫管理を行っていきます。現在、北病棟にある物品は今週中は北病棟で預かり、来週は南病棟が取りに来て在庫管理をするとの連絡がありました。
・2/16（木）村上Dr.不在のため、本日診察を行っています。
・2/16（木）東病棟から内田　都影様転入予定です。
＜患者様連絡事項＞
・畑中　成夫様～昨日の特定女性患者様に抱き着く行為、性的要求言動、自分が神であるという妄想言動を主治医に報告し、東病棟へ療養環境変更指示あり。
10：00東病棟転出となっています。次姉様に電話連絡しています。
・西病棟より畑山　昭夫様療養環境変更目的で10：45転入となっています。
・田中　文男様～15:00東病棟Çユニット4号室に転出となっています。従弟の松倉様に連絡しています。
・佐藤　英之様～主治医より服薬自己管理の指示あり。2/16準夜で自己管理の内服薬をセッティング開始予定となっています。2/17から自己管理開始予定です。
＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～奇異行動や多弁さはなく行動落ち着いています。診察時に疲労感の訴えあり。主治医からは奇異行為からの反動と思われるので、ゆっくり休むよう説明がありました。

























・高橋　義明様～本日離棟行為あり。11:40にはレストランで昼食をしているところを、佐藤AOMに介入して頂いております。離棟行為や病棟の日課時間を守れない事に対する振り返りをするも、自省の様子はみられず、今後も注意が必要です。
・畑山　昭夫様～10:45西病棟より306号室転入となっています。分からない事はスタッフに積極的に質問し、確認することが出来ています。日課も説明で支障なく行っています。
＜金Dr.診察・担当患者様検討＞

・田中　文男様～エレベーターが開くたび乗ろうとして介入を要している事を報告。自身の年齢も63歳と答えたり、43歳と答えたりしている。主治医が「どうしてエレベーターに乗ろうとするの」と質問すると、「新しい仕事が決まったから」と返答。せん妄症状と思われる為、開放病棟での管理は危険で困難と主治医より東病棟に療養環境変更との指示あり。15:00東病棟Cユニット4号室へ移動となっている。臨時薬同内容7日分処方となる。
・井上　和美様～主治医に問われると、穏やかにギターについて話している。定期薬同内容で継続。
・小笠原　文人様～主治医の問いかけにも表情、口調穏やかに返答している。定期薬同内容で継続。
・坂本　福子様～主治医に予定となっている転院先を質問し、みちのく記念病院であると説明受けている。それに対し、不安を訴えていたが、主治医から自身がもっとしっかりとした目標、意思表明をもち、日常生活に反映することができていれば病院が変わっても問題ないのではないかと説明を受け、「わかりました」と話されている。定期薬同内容で継続。
・飯豊　信雄様～本日午前中のOTで易怒的な反応、大声を出す場面が見られていたが、すぐに落ち着いていることを報告。主治医に問われると「言い返していた」と穏やかに話している。定期薬同内容で継続。
＜小栁Dr.診察担当患者様検討＞
・中村　惠子様～退院に対しては「自信あります」と話されている。入院時は大変でした
が今は安泰で、夜間も良眠していますと話している。
・大久保　すい様～主治医に左大腿部の疼痛を問われると「痛いよ」と返答している。繰
り返し味覚が甘い感覚が続いている事を多弁に訴えている。ADLはホールまで車椅子移動可と指示あり。（レストランはまだ）明日、左大腿部X-P撮影の指示あり。
・会津　慮子様～同室者に「看護師さん呼んで」「お腹痛い」など言われて困っていると話しているが、表情明るく口調も穏やか。
・佐野　貢様～主治医より漫画本の取り扱いについて聞かれると4～5冊自室に溜め込んでいると話す。ホールの本棚にきちんと返却するよう主治医に言われ、診察後の行動を主治医と共に観察すると、漫画本をベッド周囲から集める行為はしている。しかし、プレゼントのBOXやマスクの袋、長靴の中マットレスの下等々、多量にペーパータオルが発見される。どうしてもレストランに設置しているペーパーを収集してしまうという。紙が沢山近くにないと落ち着かないと訴え、現在保持している紙を回収せず、持っている事を許可する代わり、新しく取って来る事はしないと約束をしている。それでもまた、紙の収集を止められないのであれば、レストランへの出入りを禁じるしかないと主治医に説明を受けている。
＜村上Dr.診察担当患者様検討＞
・佐藤　英之様～主治医から退院を早期に進めるよう指示あり。内服薬の自己管理の指示もあり。退院後は八戸赤十字病院神経内科通院予定。退院決定してからご本人が外来予約をする予定とのこと。臨時薬同内容７日分処方あり。
・高橋　康満様～身体的不調、便秘もないと話されている。定期薬同内容で継続。
・中野渡　鉄男様～主治医より、頭痛について問われると、時々あるがすぐに良くなると話される。夜間は良眠。安静時の手指振戦が右>左持続して見られている。日課では支障ないとの事であり、ヒベルナ同量継続し経過観察となっている。定期薬同内容継続。
・十日市　利喜様～主治医に調子を問われると変わりないと伝えている。定期薬同内容で継続。便秘時ピコスルファートナトリウム内用液2本処方となる。
＜転入患者様情報＞
畑山　昭夫様（78  歳）

主治医　　深澤Dr.　　　

　





入院：令和5年1月31日　（1回目）入院形態：任意入院




主病名：統合失調症 身体合併症：高血圧症、糖尿病、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患
精神症状：被害念慮は残存しているが陰性症状主体(意欲減退・無為自閉)
問題行動：特記なし








処遇制限：特記なし








退院計画：施設入所予定








現在の処置：10：00に吸入（声掛け必要）





ADL●食事　自立
　義歯なし
●排泄　自立　　最終排便（令和5年2月11日）



 ●清潔　自立　　最終入浴日（令和5年2月14日）





●睡眠









生活自己管理状況　　　買い物カードなし
　売店利用不可





洗濯　CＳ B-②


   


 
 


喫煙　なし（入院前は自宅で喫煙本数: 30～40本/day）




間食制限　　糖尿病にて間食していない。





【介護度】要介護２

【ワクチン】未接種

【情報提供】入院前、独居生活(三戸町)
主援助者: 姉
食事: 缶詰2～3缶/day

趣味: 演歌とボートレース

【入院までの経過】
平成10年4月に当院を初診し、以後、障害年金診断書作成目的での受診を数年に1回の

の外来受診にとどまっていた。平成15年3月13日に再度障害年金診断書作成目的で受診。
その際に継続治療の必要性についついて説明を行い、以後外来通院と服薬、訪問看護の利
用を開始している。通院の距離が遠く、不便であることから、平成29年12月26日で当院
の受診を最後に、三戸中央病院メンタルヘルス科へ転医。以後も同院へ
の通院と訪問看護ステーション「五福」の利用を継続していた。
令和5年1月8日に自宅内で体動困難で疎通も難しい状態で家族に発見されている。そ
の後三戸中央病院へ救急搬送され、同日同院へ入院。慢性閉塞性肺疾患にて入院加療をっ
ていた。徐々に呼吸器症状が改善し、身体状態も落ち着いてきていたが、今後継続した単
身生活が困難である可能性もあり、継続治療と環境調整目的にて令和5年1月31日当院へ
転入院となり、当院1回目の任意入院となる。





